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奥びわスポーツの森

(仮称)県営金亀公園

びわこ地球市民の森

びわこ文化公園
尾花川公園

春日山公園

湖岸緑地
（湖東湖北）

湖岸緑地
（南湖東岸）

湖岸緑地
（大津地域）

１．はじめに

１

県営都市公園の概要

■県営公園数 ６公園
・奥びわスポーツの森
・春日山公園
・びわこ地球市民の森
・びわこ文化公園
・尾花川公園
・湖岸緑地

・県営金亀公園（仮称）（整備中）

■管理面積 ２８８.９３ｈａ

■すべての公園で指定管理者
制度を導入

■令和元年度利用者数
約３３６万人



２．交付金制度

※出典：国土交通省ホームページ ２



３．都市公園の整備による緑豊かな
魅力あるまちづくり「その２」

◆計画の期間

平成２８年度～令和元年度（４年間）

◆計画の目標

①琵琶湖流域生態系の保全・再生、暮らしと湖の関わりの再生
・地域の保全活動を支援できる仕組みの公園整備を目指す。

②自然にふれあえる都市公園、地域活性化の拠点の整備
・公園施設や環境の施策に対する公園利用者の満足度向上を目指す。

３

③公園施設の老朽化に対する安全対策の強化を図る
・長寿命化計画に基づき計画的な施設の改築・更新を行う。

Ｈ２８ Ｈ29 Ｒ30 Ｒ１(H31) R2

びわこ地球市民の森

公園施設長寿命化
対策支援事業

計画の期間（年度）
事　　業　　名



３．都市公園の整備による緑豊かな
魅力あるまちづくり「その２」

計画の成果目標（定量的指標）

①育樹ボランティア活動者の増加(びわこ地球市民の森)

②公園利用者の満足度の増加(びわこ地球市民の森)

４

定量的指標の現況値および目標値

Ｈ２８年度 Ｈ２９年度末 Ｒ元年度末

目標値 ２,２００人 ２,４００人 ２,６００人

定量的指標の現況値および目標値

Ｈ２８年 Ｈ２９年度末 Ｒ元年度末

目標値 ５０％以上 ５０％以上 ５０％以上

③老朽化した公園施設の改築・更新を実施した割合
定量的指標の現況値および目標値

Ｈ２９年度末 Ｒ元年度末

目標値 ０％ １００％



奥びわスポーツの森

(仮称)県営金亀公園

びわこ地球市民の森

びわこ文化公園
尾花川公園

春日山公園

湖岸緑地
（湖東湖北）

湖岸緑地
（南湖東岸）

湖岸緑地
（大津地域）

４．事業対象公園

県営都市公園 位置図

奥びわスポーツの森

湖 岸 緑 地

春 日 山 公 園

びわこ地球市民の森

尾 花 川 公 園

びわこ文化公園

５

県 営 金 亀 公 園

：長寿命化対策支援事業箇所



出会いの

ゾーン
6.8ha

里の森

ゾーン
12.9ha

ふれあい

ゾーン
6.7ha

つどいの

ゾーン
5.5ha

ふるさと

ゾーン
10.6ha

0 500m

多彩な遊び、
活動のできる集い
と交流の広場

四季の花や緑、
木の実のある森
の観察フィールド流れ、池、湿地

と森の生態観察
ゾーン

多様な森への
いざない、人と森
との出会いの場かつての野洲川

の河畔林が
残されたエリア

計 画：面積42.5ha
（延長3.2km 幅100~200m）

1km
６

６．整備効果の発現状況（びわこ地球市民の森）

琵
琶
湖
側

国
道
４
７
７
号



樹林帯、芝生広場、水路・池・湿地、
森づくりセンター、複合遊具、トイレ、四阿等

主要施設

芝生広場

樹林帯（植樹）

森づくりセンター

７

６．整備効果の発現状況（びわこ地球市民の森）

複合遊具
整備状況

整備中

観察デッキ



６．整備効果の発現状況（びわこ地球市民の森）

８

散策園路（左岸側）

散策園路整備

整備前 整備完了



６．整備効果の発現状況（びわこ地球市民の森）

９

管理通路整備

管理通路（右岸側）

整備前 整備完了



６．整備効果の発現状況（びわこ地球市民の森）

１０

園路整備
桟橋（木製）

園路および桟橋（木製）

整備前 整備完了

桟橋（木製）



６．整備効果の発現状況（びわこ地球市民の森）

１１

園路整備
（散策園路）

園路整備
（管理通路）

整備前

整備後

維持管理活動
に合わせて

公園利用者の
要望に合わせて



１２
休憩施設（四阿） 駐輪場 健康遊具



４万６千人で、１６万本の植樹

郷土樹種による森づくり

クヌギ,コナラ,エノキ,タブ等

植樹活動（H13～） 維持管理活動（H26～）

自然学習 １３

６．整備効果の発現状況（びわこ地球市民の森）

→平成26年度から

育樹活動に切替



定量的指標の現況値および目標値

Ｈ２８年 Ｈ２９年度末 Ｒ元年度末

目標値 ２,２００人 ２,４００人 ２,６００人

実績値 ２,１７２人 ２,６２１人 ２,８７７人

７．定量的指標の達成状況（指標①）

１４

① 育樹ボランティア活動者の増加(びわこ地球市民の森)

除 草

間 伐

森づくりサポーター
平成28年4月

個人 ： 351 名
団体 ： 14 団体

令和元年度末（R2年3月）

個人 ： 511名
団体 ： 22団体



７．定量的指標の達成状況（指標②）

１５

② 公園利用者の満足度の増加(びわこ地球市民の森)

定量的指標の現況値および目標値

Ｈ２８年 Ｈ２９年度末 Ｒ元年度末

目標値 ５０％以上 ５０％以上 ５０％以上

実績値 ７９．８％ ８３．０％ ８４．７％

人数 % 人数 % 人数 %

1　満足 76 58.9 127 55.5 89 68.5

2　やや満足 27 20.9 63 27.5 21 16.2

3　ふつう 22 17.1 33 14.4 20 15.4

4　やや不満 2 1.6 1 0.4 0 0

5　不満 2 1.6 5 2.2 0 0

計 129 100 229 100 130 100

公園を利用されて
全体的な満足度

H28 H29末 R元末

利用満足度調査結果



Ｈ25～Ｈ30年度 県営都市公園における健全度調査の結果

○交付対象施設：１４施設
○対象外施設： ２施設
（部分的な修繕は、対象外）

に区分し１４施設について、
長寿命化対策を実施

遊具の
健全度判定結果

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 合計
1 33 22 3 59

遊具以外の
健全度判定結果

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ
966 5,791 467 13 7,237

合 計 967 5,824 489 16 7,296

１６

８．整備効果の発現状況（長寿命化対策支援事業）

健全度判定結果
Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 合計

0 9 14 2 25

大津地域
※子ども・子育て支援の係る公園施設 （遊戯施設など）



③ 県営金亀公園（仮称）

１７

８．整備効果の発現状況（長寿命化対策支援事業）

○びわこ文化公園

遊具８施設
ジャングルテラス

ゆらゆらステップ

床材の劣化

支柱の劣化設置年月：Ｓ５９年
経過年数：３５年

※処分制限期間（木製）：７年



③ 県営金亀公園（仮称）

１８

８．整備効果の発現状況（長寿命化対策支援事業）

○春日山公園

遊具５施設
空の道（平均台）

木製コンビ遊具

支柱の腐朽

支柱の腐朽

設置年月：Ｈ１７年
経過年数：１５年

※処分制限期間（木製）：７年



③ 県営金亀公園（仮称）

１９

８．整備効果の発現状況（長寿命化対策支援事業）

○湖岸緑地 堅田雄琴地区（天神川）

デッキ １施設

床板材の腐朽

大引き材の破損
設置年月：Ｈ７年
経過年数：２３年 ※処分制限期間（木製 デッキ）：１５年



③ 県営金亀公園（仮称）

２０

８．整備効果の発現状況（長寿命化対策支援事業）

※現在施工中（年度内完了）

びわこ文化公園春日山公園

○遊戯施設（遊具）の完成イメージ
※公園利用者にアンケートを実施し、遊具を選定



③ 県営金亀公園（仮称）

２１

８．整備効果の発現状況（長寿命化対策支援事業）

※現在施工中（Ｒ３年２月末完了）

○休養施設（デッキ）の施工状況

湖岸緑地 堅田雄琴地区（天神川）

着手前 完了



③ 県営金亀公園（仮称）

２２

８．整備効果の発現状況（長寿命化対策支援事業）

対象外施設の修繕 （県単独費）

湖岸緑地 堅田雄琴地区（衣川）

木製複合遊具 １基

修繕前（手摺） 修繕後（手摺）



定量的指標の現況値および目標値

Ｈ２９年度末 Ｒ元年度末
（Ｒ２年度末：完了）

目標値 ０％ １００％

実績値 ０％ ０％

（１００％）※

９．定量的指標の達成状況（指標③）

２３

③ 老朽化した公園施設の改築・更新を実施した割合

健全度調査で
C判定、D判定であった公園施設等の修繕

○交付対象施設：１４施設（年度内完了）

※Ｒ元年度予算を繰越し、Ｒ２年度に施工



１０．まとめ

◆事業の進捗状況
〇びわこ地球市民の森 ：令和元年度完了
〇公園施設長寿命化対策支援事業 ：令和２年度完了

〇育樹ボランティア活動者の増加について
最終目標値 ２,６００人に対して、２,８７７人の実績値で
目標を達成。

〇公園利用者の満足度の増加について
最終目標値 ５０％以上に対して、８４．７％の実績値で
目標を達成。

◆評価指標の目標値の実現状況

２４

〇老朽化した公園施設の改築・更新を実施した割合について
Ｒ２年度末に繰越工事を完了して、Ｒ元年度末の最終目標値
１００％に対して、１００％の実績値で目標を達成。


